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手法 [2] である．次にその算出方法を示す．2 つの 3 次元時
系列データ P = p1, p2, . . . , pn (pi = (pxi, pyi, pzi))，Ｑ =
q1, q2, . . . , qm (qi = (qxj , qyj , qzj) が与えられたとする．この
とき，pi と qj のデータ距離 δ(pi, qj)は式 (1)のようなる．
δ(pi, qj) =
√
(pxi − qxj)2 + (pyi − qyj)2 + (pzi − qzj)2 (1)
このデータ距離が最小となるようなデータ同士の対応付けを探
索する．pi と qj までの累積距離 γ(i, j)を式 (2)に表す．
　
γ(i, j) = δ(pi, qj)+
min[γ(i− 1, j), γ(i− 1, j − 1), γ(i, j − 1)]
(1 < i ≦ n，1 < j ≦ m)
γ(1, 1) = δ(p1, q1)
(2)















験者は 6名 (男女 3人づつ，21-22歳)で，計測するマーカーは
図 1に示す 29箇所に貼った．被験者は，装具を装着しない場合




























図 1 マーカー箇所 図 2 装具装着ありの実験
カー毎に全試行の動作間の DTW距離を算出し,t検定を行った
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